高校生の音楽的基礎能力に関する研究 ： 小・中学校音楽科で育成された読譜力を基軸として by 本田  礼
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4 診断テス ト2および事後アンケー トに関する考察 .…………………………62









用中の「 」は、引用部分を示す「 」と区別するために『 』で示す。
3.( )は、補足事項を示す場合に用いる。
4.注は、脚注としてページ下に掲示する。




































































































































































































































































































































































































・第2 各学年の目標及び内容 〔第5学年及び第6学年〕 2内容 A表現 (1)歌唱の
活動を通して、次の事項を指導する。ア 範唱を聴いたり、ハ長調及びイ短調の楽譜を見
たりして歌うこと。














































































































































付点三分音符 (4か所)、 三分音符 (4か所)、 付点四分音符 (3か所)、 四分音符 (34
か所)、 人分音符 (21か所)
。使用される休符の種類 :
全体符 (1か所)、 四分休符 (6か所)、 人分休符 (2か所)
・各音間の音程 :
一度音程 13か所 (完全一度)、 三度音程32か所 (長三度30,短三度 2)、三度音程



























































































































































(6)診断テス ト2(実演形式・録音により記録)(6月下旬)・事後アンケー ト (7月
上旬)
診断テスト1で実施した内容と同程度のものを「診断テスト2」 として、授業の実施後
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た。それが第7次改訂 (平成 10年)では、小学校で週2～1.4時間 (102学年 :2時間、
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